
（
一
一
・

一-a
-lf

理

（
一
a

）一理
:

-
-:

・中
一
…

一

（
-

一
）
-

Er

一一一一s
前

l・ll、・ll'l,・
1一、 ・一、
一、一' :箭

1 必_
田

lll:

・l、・・,l・,、・
、
:1・

・・
・、
・・
・・
、、・・
・・
、、・・
・
、、・・
・・
、、-
・・
・
、・‘
・・
・、・
‘・・
・
、、‘
・・
・
、
．

、
-

・・
・
、・・・
・
、、・・
・・
、・・・
・
、、

1
-l

、、・lt
・・
・
、‘l・
・・
、、-
・・
・、
、

lt

・・・
、

lt

・・
・、
、・・
・・
、・-
・・・
、、‘
・・
・、
、
-

・・
・、
、・・l'
・・
、、-
・・
・、ll
・・-l
、

ll
・t

・・・
、
-

・・・
・
、‘・・
・、
、・・・
・、
、‘

lt

・・
・、
．
・・・
、、
ll

・・
・、
、

．．
・
、、

lt

・
．

1

1

，

-



鮭
發
生
標
本
實
費
配
布

甲

一
組

金

五

日

送

料

不

要

乙

同

金

=

日
・

送
料
十

一一錢

敎
育

、
學
術

'
産
業
上
の
好

資
料
た
る
鮭
發
生
標
本
を
作

製

し
前
記
實
發
を
以
て
配
付
す

'
体
裁
優
美
に

し
て

室
内

装
飾
品
と
し
て
も
好
適
-
至
急
中
込
あ
れ

'

北

海

道

鮭
一解
解

化

事
業

協

會

1一一--
海

道

廳

水

産

課

内

( 粒7:l手一) 室 化 解 五 第  J111l 化 解 鼓 千

( 粒方千八 )  場 化 解 .韓 illll: ツ べ モ 1l-, ウ



會

告

菊
地
覺
助
君
退
官
紀
念
品
照
呈
湖
誘

在
職
二
十
有
四
年

、
終
始

一
一一 :r
本
適
一一一一一一一9
解
化
事
業
に
貢

:

-

M
せ
る
前
千
一一一一一一一一一碼
解
化
場
長
:
知

地
覺
助
着
は
今
般
国

滿
退
職
せ
ら
れ
た
る
'

，
-一
付
期

界
に
一番
與
せ
ら
れ
た
る
同
一一一一の功
．
細
に
對
し
開
係
者
よ
り
一一J念
品
を
贈
最
し
て
一一一一、一謝
の
微
意
を
表
し
度
く

左
記
に
よ
り
御

一一一u一
成
和
成
應
分
の
據

金
・一一一一一望
む

'

昭

和

七

年

三

月

發

起

人

北
海
道
館
館
解
化
事
業
協
會

會

員

各

位

己一一一一;:・

一
、
紀
念
品
-l9
里
S
爲
會
員
並
其
他
一
實
成
者
よ
り
應
分
の
購
金
を
な
す
こ
と

一
、
藤
金
申
込
は
昭
和
七
年

五
月
末
目

迄

一本
會
宛

）

一
、
藤
金
一一一m一込
は
昭
和
七
年
六
月
末
日

一一・一一（本
會
一
振
替

ロ
座
小
樽
二

一
四
八
番
を
利
用
せ
ら
れ

度
し
）

一
、
紀
念
品
の
一一一一一定
は
本
會
一一一
御

一
任
-一一一一」一一，J
，
;

一
、
會
員
外

の
館
館
漁
業
者
へ
は
最

一一一…の
會
員
に
於
て
一
型
務
す
る
こ
と



一
、會
費
納
入
方
御
願

．

會
費
未
納
の
方
々
は
速
に
御
納
入
下
さ
る
機
御
願
し
一-
6---
す

。

=

'
寄
稿
歡
迎

本
會
は
會
員
た
る
と
否

，
l-
を
問
は
字
館
田
解
化
事
業
に
開
す
る
論

読
'
資
料

、
文
藝
は
勿
論

、
會
員
話
君
の
情
報
其
の
他
參
考
と
な
る

一一、:・一一一一」一一一一・項
大
小
に
-l-3
せ
ず
御
投
稿
を
歡
迎
数
し
ま
す

。密
つ
て
御
寄

稿
一一一一御
願
ひ
致
し
ま
す

。（原
一概
料
と
し
て
薄
謝
を
-
-

し
ま
す

）

一一一
、質
疑
應
答

本
會
は

:

艦
一
解
解
化
事
業
に
開
す
る
諸
種
の
質
間
に
御
答
へ
致
し
・
ま

す

。御
違
慮
な
く
御
中
出
下
さ
い

。

四

'
受
托
事
務

本
會
は

:

雌
g
一M一化
事
業
に
關
す
る
各
種
の
設
計

、
鑑
定
其
の
他
願

書
類
の
作
成
o
）委
託
に
應
じ
ま
す

。科
金
は
左
の
通
り
で
す

。

一
、一
解
一一解
一一一一一一一解
化
場
一一一一〈
は
養
魚
池
の
．

設
計

一配
館
'

人
I
解
化
場

一
件
に
っ
、、f-
一一一十
国
以
上

其

の

他

一
件
に
っ
---

十

-ila
以
上

．

二
、
養
，城

用
器
具
の
設
計
又
は
一
鑑
定

一
件
に
っ
、・一-
一・u
画
以
上

三

、
養
殖
用
水
族
の
盤
定

一
件
に
っ
--l
，

四

、
養
施
に
關
す
る
一願
書
類
の
作
成

一
国
以
上

一
国
一
以
上

右
の
他
實
地
調
査
を
要
す
る
場
合
は
之
れ
に
要
す
る
資
費
を
中
受

け
ま
す

。

五

、廣
告
引
受

本
會
は
會
員
其
の
他
の
方
々
の
御
使
宜
を
計
る
目
的
を
以
て
左
の

料
金
に
依

つ
て
一一前一告
を
御
--;-
受
致
し
一一r6-l-
す

。御
希
望
の
方
は
本
會

，一一

御
中
込
下
さ
い

。

廣
告
科
一
頁
一
同
十
圓

半
一員
一
囘
五
一圓

四
分
の
一
頁
一
囘
二
国
五
十
錢

八
分
の
一一貝
「囘
一
国
二
十

五
錢

尚
・一爲
一一一一一一版
入
り
の
場
合
は
右
科
金
の
倍
額
を
申
受
け
・

ま
す
o

六

、會
員
募
集

解
化
事
業
に
開
係
を
有
す
る
も
の
で
未
だ
入
會
し
て
居
ら
な
い
向

に
對
し
て
は
會
員
一一一E
''一一 :一一に於
て
極
力
御

一割
誘
の
上
入
會
方
御
盡
力
を

願
ひ
ま
す

。

鮭
鱒
孵
化
事
業
功
勞
者
、
～

、一し
て
の

森
脇
幾
茂
，
菊
地
覺
助
兩
氏
へ
の
惜
別

半

田

:芳

男

官
場
に
於
け
る
本
道
離
館
解
化
事
業
功
勞
者
と
し
て
は
己
に
故
人

と
な
っ
た
伊
藤

一
隆
'
野
澤
俊
次
部

、
應
井
顯
氏
の
三
氏
と
今
尚
健

在
で
あ
る
が
本
道
を
去
て
直
接
本
事
業
に
携
は
つ
て
居
ら
な
い
人
と

し
て
和
田
健
三
、
藤
村
信
吉
の
二
氏
を
學
'

ぐ
る
こ
と
は
何
人
も
異
存

の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
・
f

，
。

以
上
の
功
較
大
な
る
人
々
の
外

に
最
近
ま
で
理
役
と
し
て
森
脇
水

産
試
驗
場
長
や

内
一一9
、一角
地
の
解
化
場
長
が
居
る
こ
と
は
本
適
能
館
一

解
化
事
業
界
に
異
彩
を
放
つ
も
の
で
大
に
意
を
‘斑
・

）す
る
に
足
る
も

の
で
あ
り
且
我
が
水
産
界
の
誇
で
あ
る
が
昨
年
内
海
氏
が
勇
退
さ
れ

此
度
は
森
脇

、一角
地
の
一
期

氏
が
相
次
で
現
職
を
去
ら
れ
し
こ
と
は
吾

人
を
し
て
少
か
ら
ず
寂
漢
の
感
を
懷
か
し
む
る
の
で
あ
る

。
内
海
氏

は
引
一
續

一一一一一北
-lf-
適
聽
水
産
課
に

一準
職
し
依

然
本
事
業
に
關
係
さ
れ
て

お
る
か
ら
之
は
別
と
し
て
森
脇
、
一 :一一一地
の
兩
氏
は

一一一一一一一一一一に
は
解
化
事

業
界
に
開
係
を
紹
た
る
・・・一も
の
と
思
は
る
4
の
で
一一0～
j

-
-一・を
呵
し
て
其

の
功
績
0

）一部
を
た

、'へ
て
情
別
の
精
を
述
〈:
て
見
様

。

一E
氏
の
解
化
事
業
に
開
係
一r
-

一れ
て
か
ら
今
日
に
至
る
長
い
御
經
驗

は
今
更
茲
に
一述
一一、
る
に

は
餘
り
に
よ
く
本
誌
一a一一者
に
は
知
れ
て
居
る

こ
と
で
其
の
必
要
あ
る
ま
い
と
思
は
る
・・
が
然
し
一E
氏
〈
，

の
-l-
別
は

ど

'，し
て
も
之
に
觸
れ
・一、一一一る
を
得
ぬ
位
そ
れ
程
本
事
業
と
の
開
係
が

密
接
で
あ
り
目
著
明
で
あ
る
と
言

、
-

る
o

森
aa
氏
は
理
千
・

競
解
化
場
が
北
．海
適
水
産
試
驗
場
o

）分場
時
代
そ

れ
は
明
治
四
十
年
頃
と
思
ふ

が
そ
の
頃
に
同
場
長
と
し
て
在
l1-

'そ
の

後
本
場
へ
轉

ぜ
ら
る
-

迄
僅
か
二
三
年
の
間
に
爲
さ
れ
た
業
續
は
實

に
偉
大
な
る
も
の
で
同
場
事
業
施
設
o

）改一書
は
物
論
殊
に
特
筆
し
度

い
こ
と
は
解
化
技
術
の
基
礎
的
研
究
を
爲
一
、e---
れ
た
こ
と
で
あ
る

。一

二
の
例
・一一・一一M
f
:

-一て
見
る
な
ら
ば
卵
子
一一M一一一n一の
光
線
に
對
す
る
開
係
'

精
・m一の
活
力
保
有
時
間
の
關
係

、
卵
子
の
衝
準
に
對
す
る
抵
流
力
'

卵
子
の
解
化
機
能
に
開
す
る
研
究
等
々
澤
山
に
あ
る

。
之
等
は
責
に

現
代
の
解
化
技
術
一一一一一」一一一の
因
を
爲
し
て
ぉ
る
事
は
言
・
」一ま
で
も
な
い

水
産
試
験
場
長
と
し
て
本
場
に
轉
ぜ
ら
れ
て
か
ら
は
本
道
水
産

一
般

三



最
近
館
卵
子
に
細
蘭
着
生
し
て
其
の
被
害
に
な
ゃ
ま
さ
れ
て
居
る

解
化
場
は
决
し
て
砂
く
な
ぃ
、
殊
に
西
別
解
化
場
は
昭
和
二
年
度
以

降
昨
年
度
ま
で
四
ヶ
年
間
其
の
被
害
を
被
つ
て
然
・oll
）其
の
一一-'度
が
-a

烈
で
あ
っ
た
事
は
普
く
知
ら
れ
て
居
る
と
こ
ろ
で
あ
る

。其
の
被
害

防
・一:方
法
と
し
て
フ
オ
ル

マ

リ
ン

液
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
其
の

日
的
を
達
す
る
事
が
出
來
る
o

～

、
プ
オ
ル
マ

リ
ン

液
を
使
用
し
て
細
蘭
被
害
防
-
'

其
効
果
を
立

識
す
る
實
驗
例

釧
路
水
産
會
經
番
一釧
路
解
化
場
收
容
一
雌
卵
子
本
年
度
其
の
害
を
被

り
、一一一んど
全
減
に
．;-期
せ
ん
と
す
る
程
度
の
猛
烈
さ
で
ぁ
つ
た

。こ

れ
に
對
し
て
該
液
使
用
o
）鷲
く
べ
き
成
力
と
一m
し
て
効
果
は
次
の
通

り
で
あ
る
o）

例（

内

一
解

八
十
万
粒

浦

毒

．

一万
二
干
五
百
位

無

消

毒

消
毒
同
数

一
月
二
十
七
日

'
二
月
三
日

、
二
月
十
日
の
三
囘

掀

況

（解
出
期
に

近
き
二
月
i

一十
八
日

の
調
査

）

一一9-
-一一卵
八
十
万
粒
中
調
査
時

）
-

:
〉

健
全
卵
五
十

一
万
四
千
八
百

八
十

粒
'
無
消
一一海
卵

一万
二
千
五
百

:一一一中調
査
時
の
健
全
卵

十
粒

。

平
均

一
盆
（二
千
五
百
粒
盛
り

）の
一一一一況

治

義
卵
…
…
:

解
化
盆
に
残
留
せ
る
も
の

一af

資-

験
卵

八
十

万
二
千
五
百
粒一一し一、
名燈 採
iilil1 1iu
至自至自
同一同十
月ll月二
二 _二月
十一十 十
六十三七
日日日日

鮭
鱒
孵
化
事
業
に
フ

オ
ル

マ

リ

ン

液
の
使
用
を
獎
む

北
海
一程
商
別
解
化
場
長

田

中

林

藏

資

科

の
發
送
促
進
の
数
務
を
有
せ
ら
る
-
・・
に
も
的
ら
・一一一一，一依
然
本
適
一解一一m
解

化
事
業
へ
の
良
・
9
指
一前
構

一
者
と
し
て
斯
界
に
，一員
一一一1r--れ
て
今
日
に
及
ん

だ
こ
と
は
今
更
多
言
を
要
し
な
い
o

菊
地
氏
は
二
十
有
五
年

の
長
年
月
を
千
歳
解
化
場
に
動
績
さ
れ
解

化
事
業
の
直
接
開
係
者
と
し
て
終
始

一一一一一一一一第
一
線
に
立
て
今
日
に
及

ん
一一?こ
と
は
珍
ら
し
い
こ
と
で
あ
る

。
始
め
は
故
藤
井
場
長
の
片
晩

と
し
て
助
け
そ
の
跡
を
引
き
繼
い
で
同
場
長
と
し
て
時
怡
も
第
二
期

新
殖
計
書
一に
基
く
解
化
事
業
振
興
期
に
際
會
し
た
の
で

一
は
同
場
の

施
設
經
管
に
つ
と
め
て
現
在
の
千
歳
解
化
場
を
作
り
あ
け
他
は
本

道

民
番
解
化
事
業
の
指
導
獎
的
に
手
晩
を
振
は
れ
た
こ
と
は
特
筆
に
價

す
る
こ
と
で
ぁ
る

。理
在
の
千
歳
解
化
場
の
設
術
，e
事
業
方
法
と
が

斯
界
の
模
範
と
な
つ
て
ぉ
る
の
は
責
に
同
氏
の
一陽
と
感
謝
せ
ね
ば
な

ら
な
い
o

本
這
の
能
館
解
化
事
業
は
開
一1:m
時
代
に

一一一一・-lF生
一一一
た
も
の
で
あ
る
が

其
の
動
典
の
機
通
は
明
治
二
十

一
年
頃
に
服
成
;---
れ
て
今
日

の
盛
況

を
一最
す

る
に

至
つ
た
が
解
化
」一0一一一a-一
の
一商
せ
る
・
-
の
は
そ
の
目
的
と
す

る
館
9
0
）審
殖
の
外
に
意
外
な
る
一副
露
'

物
を
提
供

し
て
ぉ
る

。そ
れ

は
本
適
内
陸
開
-m
〈-

6
貢
献
で
あ
る

。現
在
の
北
h
適
は
列
-lla
適
路

開
け
通
信
綱
が
張
ら
れ
て
あ
る
が
明
治
時
代
の
一状
態
は
少
し
く
奥
地

に
入
れ
ば
一
刑
:一明
0

）山
野
が
古
代
其
の
儘
の
委
で
あ
つ
て
一展
民
が
入
地

し
て
も
日

常
生
活
の
不
使
一，
．一一一一一一へ
一。・し
て
一
二
年
で
逃
一一一 ::
出
す

こ
と

が
少
く
な
い
機
に
見
ら
れ
た

。然
し
か
・・・一
る
場
合
解
化
場
が
設
け
ら

x

x

x

x

x

国

れ
た
と
し
た
な
ら
ば
ど
う
で
あ
つ
た
か
o

水
中
の
ai
9
を
增
殖
す
る

爲
に
先
，っ
陸
地
の
開
一m;le
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
い
而
し
て
こ
．n-
．

が
其

の
地
方
の
交
通
の
便
を
開
く
導
火
線
と
な
--l
引
い
て
開
墾
が
行
は
れ

終
に
は
市
街
地
が
出
來
る
様
に
な
つ
た
o

今
日
各
所
の
解
化
場
の
附

近
又
は
其
所
〈
，
の
、途
中
に
施
民
地
が
發
送
し
て
ぉ
り
又
各
所
に
フ
カ

ー

ハ

と
言
ふ
地
名
が
残
つ
て
お
る
の
は
此
の
消
息
を
物
語
る
も
の
で
あ

る

。即
ち
解
化
事
業
は
明
治
時
代
の
内
陸
開
一mni
に
少
か
ら

一一一，・一一一一興
し

て
居
る
と
言
ふ
所
以
で
あ
る

。

斯
く
述
べ
て
來
れ
ば
古
〈
か
ら
の
解
化
事
業
開
係
者
は

一
面
か
ら

見
れ
ば
實
に
本
道
那
殖
の
貢
献
者
と
言
一一一
る
わ
け
で
あ
る

。事
資
森

一一-la'一第
地
兩

氏
の
長
い
解
化
事
業
の
經
展
談
を
聽
い
て
見
れ
ば
自
然

に
那
地
殖
民
（
-

一
方
な
ら
ぬ
功
鑽
な
残
さ
れ
て
ぉ
る
事
を
知
る

‘
--
あ

ら
・
-:l

。
能
歸
解
化
華
業
功
勞
者
は
同
時
に
拓
殖
の
功
勞
者
で
あ
る
こ
と
は

資
に
愉
快
な
こ
と
で
あ
り
同
時
に
貴
い
こ
と
で
あ
る

。館
9
漁
業
者

が
兩
氏
の
功
續
を
-lE
歌
す
る
な
ら
ば
一n
地
殖
民
に
開
係
す
る
方
面
に

於
て
も
兩
氏
〈-

の
感
謝
を
忘
は
る
4
こ
と
は
出
來
ぬ
'

だ
一一n
，

う

。



，
、

一-健
全
卵

一
、六
C
二
粒

一
六
ノ
ー・被
審
中

八
八

一一一一

無
消
一・程
'

卵
…
・

…

解
化
'一一一一一に
残
留
せ
る
も
の

六
七
四
・粒

一健
全
卵

二
粒

被
害
卵

六
七
二
粒

'

的

無
消

．一流一卵
S
解
化
'-
i一'残
留
数
募
少
な
る
は
細
蘭
被
害
に
依

（ 1--
る
一早

期
解
出
多

か
つ
た
爲
で
あ
る
o

初
期
採
卵
に

係
る
-o

の
は
被
害
の
程
度
進
み
て
:

消

．一流一一K
施
の
術
無

く

、
其
後
期
標
卵
に
係
る
前
記
数
量
は
中
途
よ
り
消
毒
只
三
同
丈
け

な
し
た
る
に
過
一一一一一一一一な
い

、
初
期
よ
り
資
施
せ
ば
更
に
好
成
一相
を
舉
一一一一 :一

得
た
こ
と
は
確
實
で
あ
る

。

（2
）'西
別
解
化
場
に
本
年
度
細
蘭
被
害
卵
皆
無

之
れ
は
斷

然
該
液
使
用
の
結
果
で
あ
る
と
論
断
す
る
こ
と
・一一一一組 :
る

が

、
然
し
細
蘭
着
生
の
除
秘
・一一一與
、'な
い
意
味
で
事
業
用
卵
の
大
部

分
を
採
卵
納
一精
時
よ
り
該
液
を
使
用
し
て

一
週
間
日
毎
に
--
劒
に
實

施
し
て
ぉ
る

、
釧
路
川
解
化
場
に
於
け
る
被
害
卵
消
毒
防

止
の
顯
著

な
る
効
果
よ
り
見
る
も
之
れ
が
與
つ
て
力
あ
る
專

一一，一け
は
保
證
出
來

る
o

'

e
、
フ
オ
ル
p

リ
ン

液
を
使
用
せ
ば
死
卵
率
一9
め
て
少
な
い
o

其
理
由
は
姑
く
措
・一一一一一a一一驗
例
次
の
如
し

。

0

一
一
別

ヒ
場
一/
操
卵
自
昭
和
七
年

一
月
十

六
日
至
同
月
一一十
六
日
/

西
別
解
-
解
イ

/

-aa-
査

昭
和
七
年
三
月

一日

、一

（十
万
粒
に
對
す
る
死
卵
数

一a
l

y

k
y

一解
加
-ll!

一八
0
粒

E

超
解
化
場
（
雜
和

整
一J-
-

，
t9
l=
、）

二
千
五
百
粒
に
對
す
る
死
卵
数

フ
オ
ル

マ

リ
ン

消
毒
S
・

も
の
・一儿三
粒

（發
限
前
，一一一一一、納
精
時
E
:

）

一
通
間
目
一一一-を
三
回
消

一S

無
約
毒

四
六
八
粒

參
考

（la
マ
ン

'R
・一一一
酸
加
里
二
万
分
の
一
液
三
十
分
間
演
演

一
週
間
一目一一a一計
三
同

）
三
〇
四
粒

）
識

納
一相
時
の
一 :

-
～

卵
除
去
せ
ず

（4
）、
フ
オ
ル

マ
リ
ン

液
を
使
用
す
れ
ば
水
生
蘭
始
ん
ど
着
生
し
な

、〇
l
u
-

・

消

一一一一一a一に
新
液
を
作
つ
て
資
施
す
る
と
水
生
蘭
一始

:

ん
ど
着
生
せ
'
ず

幾
回
と
な
く
使
用
し
た
直
液
を
使
用
す
る
と
幾
分
發
生
す
る
o

責
驗
例
次
の
如
し

。

0

り

ヒ
g

（採
卵

自
昭
和
七
年

一・-十
六
日

一言
月
:
-

-一ハ日
）

西
別
解
-
解
イ
場
一明
i
0一
昭
和
七
年
三
月

一日

（( ロ )

卵
子
十
一力
粒
に
一到
す
る
死
卵
の
内
水
生
蘭
生
じ
居
る
も
の

プ

オ
ル

マ

リ
・一一一
消

一一a一一の
も
の

-

'
〇
五
九
粒

（施
配
開

）

無
消
毒

五
'五
三

一
粒

參
考
（過
マ
ン

ガ
ン

酸
加
里
液
消
毒
の
も
の
）

四
、六
〇
五
粒

例
路
解
一一w:一場
（標
卵
昭
和
七
年
二
月
四
日

、調
査
同
年
同
月

十
・一儿 :一 :-
）

六

フ
オ

ル
マ

リ
ン

消
毒
の
も
の

二
、九
三
五
粒

（
發
限
直
後
の

E
査

、
納
精
時
・r一リ
）

一通
間
目
毎
に
一更
一一一一
-

f
四
回

無
消
毒
S

も
の

五

、七
六
六
粒

參
考

（過
マ

ン
ー

ヵ
ン

酸
加
里
二
分
の
一
溶
液
三
十
分
浸
演

の
も
の
）

（納
精
時

よ
り

一
週
間
目
毎

、計
四
囘
の
も
の

）

四
'二
六
四
粒

（發
限
前

一
国
發
眼
後

一
囘
計
二
回
の
も
の

）

五
、八
;・L五
粒

）
註

納
楠
時
の
死
卵
は
除
去
せ
ず
收
容

。

（
E
，
-a

:一別
解
化
場
委
託
試
驗

（解
認
和
七
解
一一一M
一一一一一-Ll=）

二
万
五
千

粒
に
對
す
る
死
一-llP
数

'

フ
オ
ル

マ

り

ン

消
一種
の
も
の

四
五
・一::-一一一

（燈
器
一
望
納
情
時

一・n・
，
-l
一通
）

間
日
一一一一に
消
毎

a
，
，
-

四
回

無
消
毒
S
も
の

八
三
〇
位

參
考

（過
マ

ン

ガ
ン

酸
加
里
二
万
分
の
一
液
=

一十
分
間
一浸

演

一
週
間
目
毎
計
四
国

）八
七
三
粒

'

）
誌

納
精
時
の
死
卵
は
除
去
せ
ず

。

（フ・
f
n

，-l
:〉'消
毒
の

，oの
に
あ
り
し
-E
精
時
の
死
卵

二
四
0
粒

無
悄

一一一一-
の

二

8
粒

卵
子
二
万
五
千
粒
に
一對
す
る
死
卵
の
内
水
生
蘭
着
生
せ
る

も
のフ
オ
ル

マ
リ
ン

ー-l-
毒

無
（但
し
新
波

）

無
消
毒

三
八
粒

・

參
考

（過
マ
ン
-

ヵ
ン

酸
加
里

）
四
三
粒

7

奔
別
解
化
場

（標
卵
昭
和
七
年

一
月
三
十

一日
、
調
査
同

（年
二
月
二
十

七
日

）

フ
オ
ル

マ

リ
ン

消
毒

無
（但
し
新

波

）

無

油

毒

六
八
〇
位

參
考

（過
マ
ン

ガ
ン

酸
加
里

）
七
三
一
粒

E
'
フ
オ

ル

マ
リ
ン

液
使
用
は
延
て
解
化
事
業
費
の
大
な
る

節
約
を
來
す

死
卵
に
若
生
し
た
水
生
蘭
絲
は
盛
ん
に
一受
延
し
て
他
の
健
全
卵
ま

で
も
斃
一 :一一せし
む
る
恐
れ
あ
る
か
ら
'

解
化
事
業
期
は
死
卵
除
去
の

検
卵
作
業
は
極
め
て
大
仕
一…一一・で
あ
る
が
、
水
生
菌
が
着
生
し
な
け
れ

ば
其
の
検
卵
作
業
は
少
し
ll-
行
，」一必
要
は
な
い
し
'

納
糟
時
の
受
付

検
卵
さ
一一一
も
す
る
必
要
-

そ
認
め
な
い
か
ら
此
等
の
検
卵
作
業
費
は
浮

ぶ
譚
に
な
る
o

從
て
消
毒
實
施
の
費
用
を
控
除
し
た
だ
け
の
費
用
は

節
約
出
來
る
事
に
な
る
o

一醒
一
千
万
粒
規
模
に
於
け
る
消
--
費
及
検
卵
作
業
費
一S
比
較
次
の

如
し
o）

ィ

消
毒
の
場
合

（經
費

金
二
十

一
国
五
十
五
銭



数 二 第 卷 四 第

九

北
illj
適
に
於
て
姫
館
の
養
施
を
爲
し
（'--
・・'
あ
る
溯
沼
は
阿
寒
湖
、

支
笏
湖
'
洞
爺
湖
に
し
て
他
に
本
種
の
原
産
地
の
一
た
る
チ
・
-

ヶ
ッ

プ
湖
あ
る
も
自
然
の
性
で
あ
つ
て
人
爲
的
に
審
殖
方
法
を
と
っ
て
一〇

な
い

。
是
等
湖
沼
に
於
て
周
約
的
に
養
施
を
な
す
場
合
は
--9
も
角
と

し
て
組
放
的
に
天
然
田
科
の
み
に
依
る
場
合
に
於
て
最
も
重
要
な
る

は
一一一一科
た
る
べ
き
浮
游
生
物
殊
に
動
物
性
浮
游
生
物
の
發
生
種
を
知

る
こ
と
で
あ
る

。之
れ
は
各
湖
沼
の
湖
沼
學
的

一S一境
に
よ
り
各
相

異

る
も
の
で
あ
る

。阿
寒
湖
は
姫
田
の
原
産
地
と
し
て
著
名
で
あ
る
が

湖
岸
の
開
一一 :

m
と
共
に
産
卵
場
を
荒
應
せ
し
め
--
っ
一一一標
波

の
一一一果題
度

に
減
少
し
た

。併
し
近
時
漁
業
組
合
の
設
立
と
共
に
種
-llP
の
移
入
並

に
番
殖
保
護
の
施
設
を
な
し
っ
・

、一あ
る
を
以
て
近
き
將
來
に
於
て
充

分
な
る
効
果
を
期
'n
-一
す
る
の
で
あ
る

。

支
場
湖
に
於
て
は

一
時
阿
来
、
湖
に
も
優
る
不
況
に
陷
り
た
る
も
極

力
種
卵
の
移
入
と
共
に
沈
囘
策
を
講
じ
た
る
結
果
昨
今
は
同
生
の
域

に
達
し
（'-一
・・・・
あ
り

。

'

近
時
湖
沼
の
利
用
研
究
上
に
於
て
特
に
-lla
水
の
化
學
的
研
究
調
査

を
主
限
と
し
て
其
の
一一一一一を
進
め
つ
-

あ
る
が
鍾
に
は
一/一等
の
根
本
間

題
を

一一一 :略
:

し
て
班
館
は
其
の
面
科
と
し
て
如

何
な
る
種
類
が
据
餌
利

用
せ
ら
，（一一・・・
'・
，- :一の
な
る
か
に
つ
、さ
--1-
文
を
草
す
る
次
第
で
あ
る
o

姫
館
器
殖
場
と
し
て
の
:

，
-

記

三
湖
に
於
け
ろ
動
物
性
浮
游
生
物
の

内
姫
館
の
一一一一一料
と
な
り
得
る
も
の
と
思
る
る
一
観
脚
類
及
葉
脚
類
の
種

類
を
記
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る

。

一D ia
P
t

o
m
u
s

-

）a
c
i

f
i

c
u
s

B
u
r
c
k
h
a
r
d
t

．

C
，
-

c
-

o
P
s

一一一re
一一u一一一一F
i

一一一（-
h
e
r

．

ヨ・摘
整

「）a
P
h
-

-
i

a
-

〇

一一9i
s
j

） i

:na
h
v
a
-

i

n
a

（Le
y
d

一9
）

一
B
o
o
-

n
i

n
a
c
o
r
e
9
o
n
i

B
a
i

r
d

．

P
o
l

v
P
h
c
mu
・
一一ed
i

c
u

一一1-
（L
i

n
n
e

）．

「） ia
P
t

o
m一一一一P
a
c
i

f
i

c
u
s

v
ar
．y
c
s
o
e
n
．・一・
．

M
S
．
-aa

一
D
a
P
h
n
i

a
l

o
ng
i

s
l

） in
a
h
y
a
u
e
a

（k
y
d
i

9

）．

一Bos
n
:=n
a
c
o
r
e
9
o
n:
一
B
a
l
r
（-

．

S
（-a
P
h
o
l

e
b
c
r
i

・
n一一一（-ro
一一ata
（〇
． F
．-
M
i
i

一一er
）．

C
y
（一一oPs
一一trc
n
u
u
s

F
i

，c
一一一・r
．

a
一一a
都

一m j

D
a
l

）h
n
i

a
l

o
n
g
i

s
P
n
a
h
y
a
l
i

n
a

（L
c
y
d
i

g

）・

一一（）-一・n
-
l

n
a

3
r
:
-

9
o
n
i

B
a
i

r
d

．

S
c
a
P

一一o l
c
b
c
r
i

s

m
-
1

c
r
o
n
a
t

a

（〇
． F
．N
i
-一一er
）．

即
ち
阿
寒
湖
は
構
脚
類
二
種

、・一
而
一類
三
種

、支
然S
湖
は
機
脚
類

一

賢

藏

内

部

金
十

一
園
五
十
五
鏡

（フ
オ

ル

マ

リ
ン

二
十

一
封
度
代

）

金

十

圓

（人
夫
十
人
役

）

）
ロ

検
卵
．

の
場
合

（經
費

金
百
三
十
四
国

'

内

譯

金
百
三
十
四
圓

（人
夫
百
三
十

四
人

）

右
は
兩
者
の
基
本
的
-a-
用
を
比
被
せ
る
に
過
--f
な
い
'
何
れ
も
更

に
多
く
の
費
用
を
要
一p;'
る
は
勿
論
な
る
も

、
其
の
割
合
は
右
と
見
て

大
な
る
不
都
合

な
い
も
0

）と思
は
れ
る

。

e
、
消
毒
方
法

:

′
，，ォ
ル
マ

リ
ン

〇
・五
%
溶
液
を
藤
め
準
備
し
て
置
い
て

、之
れ
に

孵
化
粹

（ス
タ
ッ
ク

）0

）ま・
、一検
卵
納

一册
時
よ
り

一
過
間
目
体
に
三
十

分
間
浸
潰
す
る
'
該
液
を
繰
返
し
て
幾
同
も
使
用
す
る
が
然
し
其
都

度
不
足
を
生
じ
た
液
丈
け
同

一
濃
度
の
新
液
を
作
つ
て
附
加
す
る
'

其
れ
以
外
使
用
毎
に
該
液
は

一la然
濃
度
も
薄
く
な
る
し
作
用
も
薄
ら

く
か
ら
'
之
を
補
給
す
る
た
め
に
其
都
度
原
液
使
用
時
の
フ
オ
ル

マ

リ
ン

量
の
五
十
分
0

）一宛
添
加
す
る

、（此
添
加
適
量
決
定
は
極
め
て

至
難
で
あ
っ
て
理
に
之
が
研
究
中
で
あ
る

。前
記
方
法
に
よ
lり
古
液

使
用
の
結
果
は
水
生
菌
幾
分
着
生
す
る
を
以
て
見
て
も
更
に
其
量
を

增
加
す
る
必
要
あ
る

、 :此
の
點
も
其
の
内
に
解
决
す
る
積
り
で
あ
る

）

m
四
:一一 :一
回
-一
授
一演
す
る
に
要
す
る
フ
オ
ル

マ
リ
ン

液
を
作
る

（
に
約
五
斗
五
升
の
水
を
必
要
と
す
る

、
之
れ
に
フ
オ
ル

マ

リ
ン

一
封

度
を
入
れ
て
溶
波
を
作
れ
ば
〇

'五
%
溶
液
、即
ち
フ
オ

ル

マ

リ
ン

二

百
倍
溶
一

液
と
な
る

、
浸
潰
使
用
の
都
度
該
液

一fi
〇
〇
瓦
磁
量
し
た
と

せ
ば
れ
其
丈
の
新
液

（二
〇
〇
倍
フ
オ
ル
マ

リ
ン

液

）を
新
に
作
つ
て

附
加
す
る
o

・

更
に
補
給
用
フ

一4
ル

マ
リ
ン

量
（一
ポ
ン

ド

）の
五
十
分
S

一
即

一

〇
瓦
究
添
加
す
る
事
に
な
る

。

當
該
方
法
資
施
の
先
決
間
題
た
る
該
液
使
用
の
解
化
推
魚
に
及
ほ

す
影
響
等
に
開
し
て
は
）
物
論
各
種
試
驗
調
査
の
範
国
内
に
於
て
は

被
害
を
認
め
な
い
、．一一M一一に
は
其
の
詳
述
を
r
-一---く
も
フ
オ

ル
マ

リ
ン

使

用
に
よ
-～

）卵膜
の
硬
化
度
に
關
す
る
試
驗
の
結

果
は
次
の
通
り--
）であ

る
o調

卵
膜
の
硬
化
と
解
化
期
と
の
開
係
は
始
ん
ど
其
の
影
響
な
い

（資
驗
例

フ
オ

ル
マ

リ
ン

〇
・五
%
三
十
分

一
、;・L〇
六
一見

無

消

毒

一
、六
丸
六
一b-一一

參
考
（
過
マ

ン

ガ
ン

酸
加
里
一一9
・一一一一一）

一
、七
二
一

的

右
は
二
十
粒
七
囘
即

一
四
〇
粒
の
卵
子
に
壓
力
を
加

、、

（破
裂
せ
る
と
き
一:一平
均

一
粒
に
對
す
る
壓
力
（重
量

）を
示

し
て
居
る

。

（7
）結
論

實
験
上
解
化
後
の
一一一一一一n一に
何
等
支
障
な
・一一一一一一一一上
プ

オ

ル

マ

リ
・一一一
液
を

斯
族
解
化
事
業
に
使
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て

、
細
蘭
被
害
の
恐
れ
あ

る
解
化
場
並
に
現
に
浸
さ
-tt
一一?-
・・
'-一一の・
る
と
こ
ろ
に
於
て
、
之
れ
が
防

止
上
前
述
の
如
く

:n-
く
べ
き
紹
大
の
効
力
が
あ
る

、
尚
水
生
菌
の
若

生
を
防
止
し
得
る
の
で
延
て
細
蘭
被
害
無
い
解
化
場
に
於
て
も
解
化

成
續
の
向
上
を
国
る
こ
と
が
出
來

、
事
業
種
の
節
約
を
來
た
す
こ
と

が
出
來
る
こ
と
に
な
る
o

八



裁 =. 第 8 四 第
一a
-一一一一一的
類
三
種
洞
爺
湖
は
様
脚
類

一種
、葉
脚
類
三
種
で
あ
る

。一

般
に
三
湖
共
燒
脚
類
に
比
し
一集
脚
類
の
出
現
種
類
が
多
-
見
ら
れ
る

而
し
て
阿
寒
湖
に
つ
い
て
は
充
分
な
る
一調
査
材
料
を
得
ず
し
て
終

つ

た
故
そ
の
詳
細

は
他
日
に
一議
る
こ
と
4

す
る

。

支
笏
湖
に
於
け
る
も
の
は
筆
者
の
な
し
得

た
範
国
内
に
於
て
は
出

理
種
期
中
最
も
多
く

一m一館
に
よ
り

一W要
-
-一一一一ら
る

、種
細
は
I

）iaP t
on

-u
s

Pa
r

1i--f
ic

-
1s

v
a
r

．yc
soe

一一s is
（本
種
は
從
來

D
iaP t
o
n

-u
s
d
e

-

-t
i

（-o
rn
ls

v
a
r

． :
、esoen

is

．
と
し
て
取
扱
れ

（'，--

．
・・一
あ
り
し
も
現
今
は
上
述
種
名
と

し
て
取
扱

，
（
一一・・・
様
に
な
っ
た

）一一J
J一一一つ
て
本
種
は
体
中
に
紅

色
の
色

素
を
有
す
る
が
故
消
化
管
中
で
原
形
を
失
ひ
た
る
場
合
で
も
容
易
に

そ
の
存
在
を
認
め
得
ら
る

、
次
はD

aP
h

:

n
ia

1on

9isP
in
o

-

一yalin
a

（Le

yd
ig

）で
あ
る
が
前
種
に
比
し
．

て
願
る
僅
少
で
あ
る

。

Bosn

-in
a

Co
re
9
〇

一-; iB
a
ir

（ :l

及

Sc
aP
ho

-c
b
e
r
i

5

n

一一一cron
at
a

（〇
・

F・

M
一一一一er
）は
共
に
経
田
せ
ら
れ
な
い

。殊
に
後
者
に
於
て
は
其
の
出
現

期
-9
季
の
み
に
限
つ

れ
湖
水
の
表

一一一一中
に
分
布
す
る
が
故
順
-lla
の
如

く
湖
水
の
表
一庸
を
游
泳
せ
さ
る
一一M一類
に
於
て
は
體
餌
す
る
機
會
を
得

な
い
も
の
と
思
は
れ
る
o

B
osm
in
a

（-
o
r
c
9on

i

B
a
i

r
d

は
獨
り
姫
館
の

み

な
ら
ー
一一，願
る
難
餌
利
用
せ
ら
る
る
こ
と
が
紗
な
い
機
で
あ
る
o

支

笏
測
の
幅
一爾
は
同
湖
の
ァ
・一一一，，
マ

ス

と
異
り
一一一一一料
も
上
述
の
浮
游
生
物

に
限
ら
れ
晩
春
よ
り
一一一一夏
の
候
に
發
生
し
水
面
に
落
下
浮
游
す
る
一一一一

・
里
類
・一ル一一・一一一一一一す
る
こ
と
が
価

め
て
少
な
く
ァ
メ

マ

ス

の
如
く
雜
食
は
し

な
い
様
で
あ
る

。
要
す
る
に
・一一一人 :一一一湖
に
於
け
る
姫
一聽
の
周
年
の
主
要

一〇

餌
料
は
r
）laP to

m

一一s
一一．sif

icu
s

v
a
-

・
．y

e
soc

:

n
s
is

と
稱
す
る
を
得
る
'
）

昨
秋
十

月
洞
爺
湖
に
於
て
産
卵
直
前

（体
色

一無變
せ
る
も
の

）の
-llE

館
を
得
た

。
本
種
は
果
し
て
産
・

卵
期
に
於
一一，J一一一一料を
一a一るも
の
な
る

や

否
や
、一一一 :

知
る
た
め
本
場
に
持

一一一一雌
一一:一尾
、
雄
'-
・n
一一一一一D
に
つ
き
調
査
を

な
せ
る
結
果
は
次
の
如
く
で
あ
る
-

（材
料
採
集
日

昭
和
六
年
十
月
三

日

）

stren

-

，

u
s

F
i
n

一一er

は
極
め
て
一一一一いo
同
湖
に
於
け
る
秋
季
の
浮
游
生
物

發
生
掀
態
を
見
る
にD

aP

一一nia

-on

9isP
in

:a

一一ya

-in
a

（Le
y
d
i

9

）が
最
も

多
く

C
y
c
-

o
「?，1st

renu
u

一一一一iac
u

，r

は
比
較
的
妙
く
S
c
a
P
一一oleb

eris

n一一 '-，

cron
at
a

-

，
〇

．F

．Mn

1ler

）は
I

）

a
P
h

一一一a
l

o
一一9 i
-

） i:na

hy
al

-r

一a
（L
e
y
d
i

9

）に

次
で
多
い

。本
種
は
支
笏
湖
の
も
の
と
同
種
で
あ
る
が
支

一一一一湖
の
ll

の
は
体
が
暗

色
な
る
に
反
し
洞
爺
湖
の
も
の
は
無
色
で
あ
，o

。支
笏

湖
同
様
垂
直
的
分
布
も
極
め
て
表
居
中
に
接
息
し
て
一〇
る
が
故
姫
-ll9

の
前

一科
と
は
な
ら
な
い

。姫
館
は
産

」
-lP
期
が
一一:一一一づ
ぃ
て
も
相
営
攤
一一一一

す
る
が
一雌
雄
別
に
見
て
雌
o
）報
解
量
の
非
常
に
多
き
に
反
し
雄
の
非

常
に
砂
い
の
は
如
何
な
る
原
因
な
る
や

は
間
明
し
得
な
い
が
'

1lln
る
奇

異
に
感
ぜ
ら
れ
る
點
で
あ
る

。

洞
爺
湖
の
秋
季
に
於
け
る
浮
游
生
物
の
垂
直
的
分
布
は
-
要
解
料

た
るD

a
P
hn
ia
lon

9iP
is
r

-

a一hy
al
in
a

（Le
y
d
i

9

、一を
見
る
に
十
米
乃
至
三

十
米
開
に
多
く
分
布
す
る
がC
y
c
lo

-
-f
st
renu
u
s

F
一一ch

，er

は
表
面
よ
り

二
十
米
間
に
多
く

分
布
し
て
一〇
る

。物
論
上
述
姫
韓
も
産
卵
期
に
至

れ
ば
二
十
米
、以
演
の
地
に
洞
游
し
っ
-

あ
り
容
易
に
釣
一
獲
し
得

ら
れ

る
o右

の
如
く
洞
爺
湖
の
姫
館
の
館
価
種
は
支
笏
湖
と
反
對
にD

ap
hn
i-

-

-

lo

一一9 i-
1P

in
a］

-v
alim

（Ley

（-
i

9

）か
主
要
一一一一料
な
る
を
知
り
得
る
o

Bos
rn
h

-a

c
o
r
e
9on
i

B
a
i
r
d

の
報
弭
せ
ら
れ
た
る
は
認
め
得
ら
れ

な
か

つ
た

。
調
査
の
材
料
は
洞
爺
湖
東
側
大
湖
北
西
寄
り
の
深
さ
約
二
十

米
位
の
個
所
で
釣
獲
し
た
も
の
で
あ
る
が
営
時
の
大
灣
中
小
點
の
、湖

右
の
結
果
を
見
る
に
洞
爺
一
湖
S
姫
館
一一一撥一一一種は
支
始a
湖
と
:
i一ぃ
對
に

Da
P
hn
ia
lo

:n
9isP

i

:na

hy
al
in
a

（L
c
y
d
一9
）を
1
要
餌
科
と
し

C
y
c

-o
P s

水
温
の
垂
直
分
布
は
・一一、の
如
く
で
あ
る

。

十

月
三
日
年
前
十

時
四
十

五
分

-
十

一時
五
十

分
間

、
天
候
晴

、
西

一 :一一徴
一u

理
測
時
氣
温

一
九
・
八

度
期

一測一警一一一一度
五
十
七
米

i 表
t.面
度

右
の
材
科
釣
獲
時

の
水
深
二
十
米
と
す
れ
ば
産
卵
時
の
姫
贓
、潤
游

居
は
十

度
内
外

の
水
温
居
に
あ
る
も
の
・・・
'
如
く
想
像
せ
ら
一，（一一・・'一
の
で

あ
る

、
さ
れ
ど
是
等
も
只

一
囘
一一…一觀
測
結
果
よ
り-

）推す
る
の
み
に
て

断
定
的
に
結
論
を
下
す
の
は
差
控
へ
る

。尚
前
掲
記
載
の
斑
解
定
量

数
は
魚
の
胃
中
に
殘
行
せ
る
も
の
を
全
部
摘
出
し
て
連
心
分

藤
器
に

て
沈
澱
せ
し
め
た
数
字
で
眞
に
姫
韓
の
報
師
極
量
で
は
な
い
こ
L
J

を

お
断
り
し
て
置
く
o

斯
の
如
く
同

一
種
の

一S一備
一に
於
て
も
接
息
す
る
湖
沼
に
依
り
發
生

す
る
浮
游
生
物
の
異
る
に
つ
れ
一一一一一料
と
し
て
録
る
穂
類
も
亦
異
る
こ

と
を
知
り
得
る

。館
西
種
に
於
て
も
始
ど
周
年
湖
中
に
發
生
し
っ
-

あ
る
も
の
に
し
て
支
笏
湖
に
て
は
冬
季
に
於
て
-o

D
iP

1om
u
s

Pa
c
i

f
i

c
‘

u
s
v
a
r

．ye
8
o
e
n
-s
i

s

．の
幼

体
並
に

Da
P
hn
ia
l（

J

n
9isP

in
s

h
y
a
l
i

n
一一．-Le
y
d
i

9
）

の
成
体
を
見
ら
れ
何
れ
も
他
の
浮
游
生
物
の
如
く
季
節

的
に
消
失
し

な
い
種
類
の
み
で
あ
る

。洞
爺
湖
の
も
S
は
冬
東
f

の
浮
游
生
物
の
標

品
を
得
な
い
の
で
断
言
す
る
を
得
な
い
が
C
y
c
l

o
Ps

st
renuu
s

F一色一er

は
さ
て
措
、さ

D
aP
hn
ia

・

1
o
一一9isP

in
a
hy
au
n
a

は
a
心

ら
く
は
周
年
湖
中

に
發
生
し
っ
・・-
あ
る
も
の
と
推
察
せ
ら
れ
る

。話
し
湖
沼
養
殖
上
特

に
浮
游
生
物
を

一-
^
-
l一一前一とし

て
一整
一-
す
べ
き
魚
族
の
養
殖
を
爲
す
に

當
り
季
節
的
に
も
亦
湖
沼
特
有
の
條
件
に
於
て
も
浮
游
生
物
の
發
生

般
態
が
各
・々

異
る
が
故
養
殖
せ
ら
一，（--
・・一
姫
館
の
西
料
を
知
る
こ
と
は

湖
沼
養
殖
上
最
も
重
大
な
る
意
義
を
有

す
る
も
の
と
思
は
る

。
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居
る
…
・
配

:

-
:
一

願
の
ア
ミ

ー

パ

病
…
・
38

眼
眼
に
平
い
一ma
の
動
-a
が
居
る

限
が
実
き
出
て
居
る

内
自

準
…
…
・
49

脹
れ
目
…
…
:
50

一宵
願

37

膨
れ
て
灰
色
と
な
り

、
黑
い
色
素

が
破
壞
せ
ら
れ
て
ァ
・-

ー
パ
が
居
る
…
…
…
…
ア
、-

ー

パ
病
…
・
38

膨
れ
て
灰
色
で
は
あ
る
が
ァ
、-

ー
バ

が
居
ら
ぬ

肥
大
症
・

…
…
…
:
37

自
い
一理
が
あ
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
:
般
最
病
…
…
…
…
53

角
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
-
…
…
…
…
…
…
:
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
:
39

;a
の
病

氣
各

論

傳
染
力
が
劇
し
い
と
か
養
角
場
で
・:・一一損
害
を
受
け
た
と
か
云
ふ
も

の
に
就
き
記
載
し
て
，
-ll-
に
稀
に
發
生
す
る
も
の
等
は
除
い
た

。

皮

膚

と
T解
'

皮
膚
と
aS
と
の
病
氣
は

一
結
に
惹
る
こ
と
が
多
く

、
殊
に
寄
生

一一一a

の
場
合
は
必
・
ず

一
結
で
あ
る

。

・

1

C
-

一一am
一一do
t

一一ri

;l

．

皮
膚
や

解
を
犯
す
鐵
バ
ク
テ
リ
ァ
は
こ
0

）種
に
屬
す
る
も
の
で
色

が
っ
い
て
居
る

。最
初
は
解
の
孔
か
ら
進
入
し
て
一限
で
包
ま
れ
た
様

に
な
る
ま
で
最
進
し
て
行
く

、
最
初
は
無
色
で
あ
る
が
後
に
は
一一的
色

が
か
つ
た
紅
色
に
な
る
'
而
し
て
ロ
腔
に
進
み

、
又
解
脱
を
開
一器
す

る
機
に
な
っ
て
一一一'l一一一息
し
て
死
ぬ

。こ
の
豫
防
方
法
は
只
機
械
的
に
取

り
去
る
よ
り
方
法
が
無
い
o

2

水
生
蘭
病

一一aP3le

9n
ia

蘭
絲
が
皮
膚
と
か
姚
に

若
く

、
然
し
こ
れ
は
角
が
多
少
一不
催
康
一一m

態
で
あ
る
時
に
發
生
し
易
い
も
の
で
第

一に
皮
膚
を
一一m
め
た
時
と
か

第
二
は
角
の
M
質
が
弱
つ
て
何
か
病
氣
に
權
つ
て
居
る
機
な
場
合
に

多
い
も
の
で
あ
る
o

e

，

自

一一一一一病

C
oa

-ia
n
e

-
-i

:

r

配
の
一一M一一一n一に
一一一一一一生
す
る
原
生
動
物
の
中
で
こ
の
c
os
1

:

a

は
最
も
致

Co,lltia :><2000

命
的
の
・・一-一の
で
あ
る

四
本
の
一線
毛

（二
本

は
長
く

一
本
は
短
し

）

を
有
す
る
捜
毛
一識
類

で
あ
っ
て

、
游
い
で

居
る
時
に

は
自
ら
旋

回
し
て

一
方
か
ら
他

方（
-

動
く
か
ら
容
易

に
見
分
け
る
こ
と
が

出
來
る
o

こ
れ
は
解
の
み
な
・
，f，・一一一一
，n一が
青
自
い
様
な
膜
が
・-
'・，

、一つ
た
様
に

見

え
る
時
は
度
膚
金
體
に
寄
生
し
て
一店
る
の
で
あ
る

。一一一m一一m一が
こ
れ
に

把
さ

． ::
0

0

）は
常
に
暗
斑
の
油
失
す
る
時
代
で
、一n一は
部
に
つ
か
ず

遂
に
將
せ
て
來
て
、
頭
ば
か
り
大
・
さ
く
な
る
o

斯
く
大

頭
の
一一M-一一m一の

增
加
す
る
0

）は寄
生
一
品
一に
因
る
か

、
成
は
-f-
化
器
の
席
-f
に
因
る
症

兆
で
あ
る
o

．

こ
の
病
氣
に
犯
さ
れ
た
場
合
は
次
の
療
法
を
行
ふ
と
相

常
有
効
で

あ
る

、
殊
に
初
期
の
病
症
の
場
合
に
は
更
に
よ
い
効
果
が
あ
る
o

そ

れ
は
普
通
の
食
-a
の
二
、五
%
一一一一…液
で
水
浴
さ
せ
る
の
で
あ
る

。こ
の

際
一一器
製
の
容
器
は
使
用
せ
ぬ
機
に
し
、
水
温
も
前
に
接
息
し
た
温

度
と
等
し
い
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
・
9

。授
、浴
時
開
は
十
五
分
開
．一一一一

で
一一一一一．-::は
出
來
る
だ
け
迅
速

‘清
水
に
移
し
て
ゃ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
o

こ
0

）際
寄
生
-ili
S
爲
に
幾
分
弱
つ
た
魚
は
'
こ
の
治
独
施
行
o
）爲
に

一E
9

一一一一～
す
る
も
の
も
幾
分
あ
る
の
は
一u
-
:

）-一一-・
得
な
い

。確
魚
の
浸
浴
を

十
fi-
分
開
や

る

の
は
ャ
ツ
ト

の
こ
Lc・
で
あ
る
か
ら

、
二
度
目
の
時
に

は

一
日
間
を
置
い
て
か
ら
行
つ
た
方
が
安
全
で
あ
る

。老
魚
の
濃
浴

な
ら
ば
三
〇
分
間
浸
し
一L一［-
置
い
た
な
ら
二
度
は
施
行
し
な
く
て
も
よ

い
〇4

自

一一f一病

C
hi

-od
o

:

n
cy
P r
i

:n
i

前
記
c
o
・t
i

a・

の
様
に
皮
膚
に
青
自
い
様
な
膜
を
作
一，o
c
'o・・t
'a

の

約
四
倍
位
大
き
い
-a
毛
am
類
で
、
そ
の
特
徴
は
口
に
構
る
所
に
パ
ケ

ッ
形
の
も
の
が
あ
る
こ
と
で
・一の
る
o

館
の
病
．-一一一と
し
て
は
:

前

記

C
ost
ia

よ
り
も
よ
く

惹
る
も
S
で
、

=一一
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角
が
一一一n一一M物
し
た
と
か
或
は

他
の
病
氣
に
E

M一つ
て
居
る

様
な
時
に
歴
々
發
生
す
る

も
の
で
あ
る
o

こ
の
治
療
法
-l-
亦
前
記

の
食
聽
水
一技
一沿
が
効
果
が

あ
る
o

5

C
y
c
l

o（
・he

ata

館
に
寄
生
k

，
;
る
こ
と
の
多

い

こ
と
で
は
第
三
番
目
の
原
生
動

ooo

物
で
織
毛
o
）環を
有
す
る
織
毛

1）̂ :

最
で
あ
る
形
は
平
い
鍾
の
様
で

e

国
い
口
が
あ
つ
て
内
測
に
は
釣

oche

の
環
が
あ
る
o

一一こ
れ
ば
か
り
寄
生
す
る
こ
と

も
あ
る
が
'
他
の
も
の
と

一
絡

に
寄
生
す
る
こ
と
が
あ
る

。

治
療
法
はc

ost

-a

-c

-
-n

odi
o

一一と
同
じ
様
に
食
鹽
水
を
使
〈一ば
よ
い
o

6

自
-f
病

，

Tc
hty
o
P

一一tbir
iu
s
m
u
lt
ifi

-ii

」・一

稚
魚
ば
か

、
'，
，

で
な
〈
、
老
角
に
で
も
流
行
す
る
皮
腐
寄
生
蟲
で
あ

及
ほ
す
こ
-
J

は
一
展
々
あ
る
が
、
中
で
も
大
被
害
が
惹
つ
た
の
は

一
九

〇
三
年
の
夏
南
一切
乙
5
養
館
場
で
只
一
一
同

あ
る
ば
か
り
で
一の
る

。

こ
れ
に
程
る
と
魚
は
非
常
に
一一一買
・m一し
て
來
て
遂
に
索
息
す
る
の
で

あ
る
っ
8

1-l8
の
願
順

T
h
ick
en
in

9

o
f

t

h
e

eP
it
heu

-m

-

of
tl

一e
9n
k

鯉
'一一表皮
細
胞
が
肥
厚
し
て
來
る
も
の
で
、
よ
く
あ
る
病
氣
で
あ

る
、
解
條
が
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
表
皮
が
肥
大
し
'

l
a a

益
骨
の
下

か
ら
押
し
出
て
來
る

。E
確

る
と
き
に
は
一
方

）
o
こ
と
も
あ
れ
ば
兩
方

の
こ
と
も
あ
る
が
'
一一性
病
魚
は
健
康
時
の
様
な
紅

色
が
無
く
て

、
青

自
い
色
と
な
る

。
こ
れ
に
罹
る
魚
は

一
、二
の
魚
で
止
ま
る
こ
と
も

あ
れ
ば
又
時
に
は
全
体
の
魚
に

擴
か
る
こ
と
が
ぁ
る
o

こ
一一一，）病
氣
に
罹
つ
た
魚
は
-S
a

の
腫
脹
の
爲
に
呼
吸
が
確
害
せ
ら
れ

て
-f
息
し
て
死
9
o

病
源
は
判
明
し
て
居
ら
ぬ
が
何
か
飼
育
上
に
缺
陷
が
あ
る
ら
し
い

0

寒

‘
n
f-

症
（風
邪

）

（、'一一nl

一開
も
餘
s
冷
・一一い
水
に
入
れ
る
と
-田
の
様
に
--i-
邪
に
罹
る
も
の
で

あ
る
-

殊
に
速
距
離
--l-
搬
等
を
し
た
後
に
は
罹
l h
易
い

。

軽
い
降
害
は
一一u一aに
度
膚
の
機
能
降
客
を

一9一す
位
の
も
の
で
あ
る
が

重
症
に
な
る
と
上
皮
を
一剥
す
様
な
も
の
に
も
な
り
、
其
結
果
は
他
の

病
氣
の
．

併
一發
原
区
と
な
る
、）と
が
あ
り

、
又
極
重
一一 :
-

一一に
な
る
と
一一5一一一一一一

す
る
も
の
も
ぁ
る
o

0

酸
素
要
求

〇x
o
ie

:n
r
e
P一一 i-・e
n
-

e
一一t

Ichthyophthirin1s x50

え い と ち 易 寄 識 も る
る 點 皮 魚 に 生 毛 あ  °
°が、膚 が 見 ま 美, 良 基
ポ に こ ら 力 で . 、
小 れ 言 察 、 f- iく さ に  、 限 個 大 -
い 確  で 々 き '、
見 自 る 即 容 の な ・

こ
れ
が
稚
，一一一等
に
多
数
・

帯

生
す
る
と
致
命

的
に
陷
る
こ
と
が
ぁ
る

か
ら
こ
の
病
氣
を
取
般
・J
-一
場
合
に
は
角
の
み
な
ら
・
ず

'
親
寄
生
虫
が

魚
か
ら
落
ち
て
池
の
底
に
在
る
場
合
に
は
'
出
來
る
だ
け
の
注
意
を

せ
:ta
ば
な
ら
ぬ

。感
染
し
た
一一一一一一n一を
取
扱
・J
-一に
は
一同
育
池
の
，'一一利
魚
を

取
-l

）上
け
て
'
水
を
可
成
理
く
底
に
流
し
て

、
親
寄
生
虫
が
魚
體
か

ら
落
ち
て
も
池
底
に
殘
る
機
な
こ
と
が
な
い
様
に
流
し
出
し
て
'
新

に
傳
染
す
る
こ
と
を
選
け
ね
ば
な
ら
ぬ

。

こ
の
病
氣
は
合

重
水
浴
を
ゃ
っ
て
も
無
効
で
あ
る

。何
と
な
れ
ば

こ
の
虫
は
角
体
の
表
面
に
寄
生
す
る
の
で
は
な
く
て
，
粘
膜
中
に
在

る
か
ら
で
あ
る
o

l

，
r'

D
isc
Oc
Oty

-e

'

聽
S
'

牌
に
客

生
す
る
平
い
・m

あ
一
種
で
頭
に
二
つ
の
吸
盤
が
あ
る

長
さ
〇
・五
セ

、・一一，
、
あ
つ
て
数
の
多

い
と
、さ
に
は
魚
に
相
當
の
害
を

一随
一は
酸
素
含
有

一af-
の
一a
一一（-，
多
い
位
の
水
を
必
要
と
す
る
普
通
の
水

一
立
中
に
は
五
cc
位
を
含
む
で
居
る
が
、
婚
は
そ
れ
以
上
の
方
が
よ

い
o

而
し
て
二
3

位
に
な
る
と
最
小
械
'

限
で
あ
る

。

館
が
容
一一一一一一し
て
死
ぬ
時
は
其
が
革
に
酸
素
映
乏
一…一'みに
因
る
の
で

は
な
く
て

、
魚
の
健
廉
献
態
に
も
因
る
と
云
，一こと
は
注
意
す
べ
、一一一一一

こ
と
で
あ
る

。又
雷
鳴
の
時
等
で
は
水
中
り

酸
素
は
滅
少
し
て
一 :一一一s

を
生
f i
，る
こ
と
が
展
・一一一あ
る
o

こ
れ
に
反
し
て
池
中
に
多
一重
の
綠
色
の
漢
が
生
へ
て
酸
素
を
過
剩

な
ら
し
め
る
様
な
時
に
も
害
は
あ
る

。血
液
に
酸
素
が
過
飽
和
に
な

る
と
瓦
斯
泡
が
全
身
に
現
は
れ

、
殊
に
鯖
に
多
く
出
て
來
る
も
の
で

又
一一一一一斯
の
露
に
目
が
飛
び
出

て
來
て
'
普
通
一
順
膜
炎
の
時
に
惹
す
機

な
風
に

、
目
の
後
方
に
水
溶
液
が
溜
つ
て
來
る

。こ
れ
を
氣
泡
病

（． G
ass

，bu
b
b

-e
d
isease

）と
稱
し
て
居
る
o

11

筋
内
組
織

館
の
筋

'

肉
組
織
は
薄
猫
病

（-5l
）に
關
係
が
深
い
か
ら
研
究
の
必
要

が
ぁ
る
'
こ
の
癌
病
病
は
表
面
に
は
何
の
症
兆
も
現
は
す
こ
と
な
く

し
て
'
筋
肉
中
に
理
つ
て
居
る
こ
と
が
展
・一一一-
あ
る
か
ら
こ
れ
を
見
出

す
の
に
は
、
魚
の
-

兩
測
の
筋
肉
一一一一一一一nに
、
細
か
に
切
目
を
入
れ
て
表

面
下
に
横
た
わ
つ
て
居
る
病
-f
・一一一一切り
出
す
の
で
一一の
る

。

12

骨

格

茲
に
記
載
す
る
の
は
單
に
時
形
の
本

体
で
あ
る
骨
格
に

就
て
少
し

述
べ
る
に
1-
め
る

。骨
精
そ
の
も
の
で
な
く
て
も
骨
格
上
に
現
は
れ

て
來
る
病
氣
の

一種
例
へ
ば
旋
理
病
（
、4

s

）
の
如
き
は
後
述
す
る

。

五
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一六

各

種

水

生
菌

の

見

分

け

方

（:
）

北
大
水
産

高
部
一
器

武

田

志

麻

之

輔

一 :- i

游
走
子
は
ロ
部
に
集
合
し
て
後
に
散
る
o

胞
子
国
は
0

R

通
生
長
を
な
;-ll
・
ず
o

…
・・
…
…
…
…
…
二
、
ァ
ク
リ
ァ

3

游
走
子
は
共
通
◆
ロ
よ
り
出
で
・
ず

し
て
各
は
膜
を
破
つ

て
出
'つ
o

…
…
:

'デ
ク

チ
ウ
ク
ス

I[1. 、

胞
游子
走斑
子は
は 絲
;1f;tli1
で 、
i 游
直走
に 子
散は
る 唯
: -
四 列
を
レ な
プす
ト o
レ

ク

ア

2.

游
走
子
は

:

泳
出
後
頭
a
i

・一一一一なし
て
集
合
す

五
、
ア
フ
ア

ノ
-

ー

セ
ス

b

游
走
子
は
胞
子
一獲
内
に
て
發
一-一一管
を
以
て
發

一一一一一す
。…
…
…
…

六

ア
プ

ラ
ネ
ス

B

、
面
絲
は
総
れ
に
よ
つ
て
部
分
部
分
に
分
か
た
る

。…
…
…
…
…
…
二

レ

プ
ト
・-ー
タ

ス
科

e一、
游
走
子
は
泳
出
し
て
直
に
違
く
に
散
る

。

七
、
レ

プ
ト
・-
タ

ス

b

、
游
走
子
は
ロ
の
處
に

一
度
集
合
す

。…
:

八

、
ア
ポ
ダ

ク
リ
ァ

三
、
n
ー
ヵ
I
の
一者
書
に
使
る
も
0

）（C -r，ke
r

:

l
T
一一c
一hP

role

9n
iac

・

e
ae
-

一一一）2
3

一七
買

）

一
、胞
子
一獲
は
稀
か
又
は
之
を

:

a一く
。蔵
卵
器
は
非
常
に
厚
い
孔
の

あ
る
膜
を
有

一- :

）
、
蔵
精
器
は
蔵
卵
器
の
直
下
に
生
じ
其
側
一

Mn

一を
上

昇
:-;
o

…
…
…

-
…
:
…
…
…
…
…
…
…
…
二

ア
プ
ラ
ネ
ス

'

六
'
蔵
精
器
は
各
蔵
卵
器
に
生
じ
單
性
な
り

。…
…
…
…
…
・

…
…
…
・・
…
…
…
…

・

…
…
…
:
t:ー

チ
ォ
プ
シ
ス

六
、
蔵
精
器
を
缺
く
か
又
は
蔵
卵
器
の
半
分
よ
-l'少
く

'

lllf
雄
異
様
な
り
o

…
・
イ

ソ
ア
ク
リ
ア

、一8achly
a

七
'
胞
子
獲
は
普
通
榮
一一一一器
国
:

-一一より
太
く

、
游
走
子
は

一列

な
ら
・一「o
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
-
…
…
…
ア
ク
リ
ア

七
'
胞
子
一獲
は
榮
養
蘭
赫
よ
り
太
か
ら
・一一一一，，
、
游
走
子
は

一
列

を
な
す
o

…
・
…
・

…
…
…
…
…
…
:
…
…
…
…
…
・
ア
フ
ア

'/
、-

セ

ス

八

、
胞
子
は
胞

「班
内
に
て
皮
班
を
生
じ
、
次
に
胞
子
班
の
壁

を
破
ll

）て個
々
別
々
に
出
で
4

游
泳
す
;
:
一テ
ク

チ
ウ
ク
ス

八
'
胞
子
は
胞
子
一獲
の
壁
が
破
壞
さ
れ
て
游
離
す

。…
…
…
…
…
・

…
-
…
…
-
-
…
…
-
…
:
…
…
:
・
…
二

…
…
…
ト

ラ
ウ
ス
ト

テ
力

四

、
フ
イ

ツ
パ
ト

リ
ツ
ク

の
分
類
に
依
る
も
の

（F
i
1

，'Pa
t

r
i

c
-
i
:

l

The

-om
e
r

F
u
n
9
i

，
P一一y
8m
y
c
e

1
-a
-

l

一一30
．，・・
一四
七
-

一四
八

一員
、
一五
六
1

一五
八
買

一セ
二
-

一七
三

一員
）

サ
ブ
ロ
レ

グ

一一
ア

類

（一San
ro

一e9n
it

一一et，）を
分
つ
て
次
の
二
科
L

‘な

す
o

一
、
葉
一状
体
は
明
な
る
総
れ
を
缺
く
i

口
:

i
:ti

一一一の分
lllf
せ
る
蘭
締
よ
り

な
る
o

…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
:

一
'
サ

プ
ロ
レ

グ
ニ

ァ
科

二
、一一餐一一m
体
は

一
定
の
間
隔
に
て
明
な
る
総
れ
を
有
す
る
国
:
-

:一一S一の

分
一取
せ
る
菌
締
よ
り
な
る
か
又
は
剛
張
な
る
主
幹
を
作
り
て
そ
れ

l

'
然
ら
ざ
る
も
の

二
、
胞
子
は
共
通
の
ロ
に
よ
り
て
胞
子
靈
よ
り
出
づ
…
…
:
三
、

二
、
胞
子
は
共
通
の
口
に
よ
つ
て
胞
子
-lf
よ
り
出
で
・
ず
…
・
八

、

三
'
胞
子
は
胞
子
班
よ
り
出
で
‘・
個
々
に
游
泳
す

。…
・
四

、

三
，
胞
子
は
逃
出
後
胞
子
斑
の
ロ
に
中
空
の
球
形
又
は
不
規
則

の
一解
を
な
し
て
集
合
す

。・…
…
…
:
…
:
…
…
…
…
…
・
:

七

胞
子
の
一
部
分
は
泳
一ざ
散
る
か
又
は
徐
々
に
散
り
て
胞
子

E

理
の
口
に
・一 :::一ま
れ
る
他
の
も
の
と
離
れ
て
皮
-llf
を
生
f i

，c，

胞
子
斑
の
先
端
は
国
形
に
し
で
尖
・
b
・
ず

'
ァ
ク
リ
ァ
の
如

く
大
部
分
は
聚
織
状
に
分
破
す

。然
し
時
に
は
サ

プ
ロ
レ

ク

一一ァ
の
如
く
空
成
と
な
a
る
胞
子
一準
一一一一一一r・一一一一 :一て
菌
締
は

發
育
す

。卵
胞
子
は
中
央
に
あ
り

。…
…
…
…
…
…

・:
・

…
…
・

…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
プ
ロ

ツ
ト

ア
ク
リ
ア

P
r
o一oac

-

-ly
a

．

四
'
胞
子
一獲
は
集

葉
蘭
絲
よ
り
太
か
ら
ず

、
游
走
子
は

一

列
を
な
す

。…
…
…
…
…
…
:
…
…
・

四

、
胞
子
班
は
集
養
蘭
絲
よ
り
太
く
レ

ブ
ト

レ

グ

一一
ア

游
走
子
は

一列
な

ら
ず

。

五

五
'
新
し
・
，0
-一
胞
子
獲
は
空
成
と
な
れ
る
も
の・
-
・・
内
に
生
f
1

，

サ

プ
ロ
レ

グ
一一
ア

五
、
新
し
き
胞
'
，--

，一獲
は
大
部
分
聚
識
城
の
分
域
に
よ
り
て

生
ず

。…
…
…
…
…
…
…
…
…
・・
…
…
:
…
…
…
・

六、

よ
り
普
通
比
較
的
細
き

:

-
:

t一一''--， 一生
じ
'
総
れ
を
有
す
る
も
の
あ
り
又

有
せ
さ
る
-l
，の
あ
り
o

…
…
…
…
…

二
'
レ

ブ
ト

、-

タ
ス
科

一
、
サ

プ
ロ
レ
，ク

一一
ア

科

I
'

胞
子
斑
胞
子
は
胞
子
獲

。内
に
て
皮
班
を
生
・
ず

A
:

、
蔵
-llP
器
は

一
個
以
上
の
卵
球
を
有
す

。

1

胞
子
班
は
非
常
に
稀
な
り
'
胞
子
襲
胞
子
に
つ
き
て
は

未
だ
完
全
に
知
ら
れ
ず

、
胞
子
の
發
許
は
少
く
と
も
し
ば

ぐ
其
内
に
て
發
芽
管
に

よ
り
て
行

-
一一瑞
一器
は
非
常

に
厚
く
多

数
の
孔
の
あ
る
膜
を
有
す
o

一
、ァ
プ
ラ
ネ
ス

、

2

胞
子
獲
は
多
数
、
皮
-lE
を
有
す
る
胞
子
は
胞
子
班
・r
6

り

出
で
た
る
後
發
非
す
o
蔵
卵
器
の
膜
は
非
常
に
厚
か
ら
・一一一，
。

a

、
胞
子
一獲
の
裂
開
は

一定
の

一aに
て
行
は
れ
・
ず

、胞
子

斑
の
膜
は
全
然
溶
け
る
か
又
は
内
部
の
壓
に
て
不
定
の

屬
所
よ
り
破
れ
る

。胞
子
班
胞
子
は
游
走
子
と
な
る
か

又
は
發

一一一一一管
に
よ
り
て
發
一n一一す
。卵
球
は
偏
在
す

。…
・

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
、
ト

ラ
ウ
ス
ト

テ
力

b

'
胞
子
襲
の
裂
開
は
頂
端
の
破
壊
に
よ
り
廣
き
口
を
生

じ
之
よ
り
膨
大
せ
る
胞
子
が
辞
を
な
し
て
間
歇
的
に
出

づ
、
卵
球
は
中
心
に
し
て
多
数
の
油
湖
を
有
す
o

…
…
:

、
力

リーl

プ
ト
ラ
レ

グ

一一
アC

a

-y
P t
ra

-e

9n
ia

B

、
蔵
卵
器
は

一
個
の
偏
在
卵
球
を
有

す

。



1

、
菌
系
体
は
よ
く
發
育
し
'
普
通
の
水
接
菌
の
型
を
な
す

胞
子
一装
胞
子
は
胞
子
震
中
に
て
皮
-ll-
を
生
し
て
後
側
方
に

二
本
の
額
毛
を
有
す
る
游
走
子
と
な
り
て
皮
襲
よ
り
出
で

i
胞
子
獲
の
壁
の
個
・一一一別
々
の
孔
を
通
つ
て
出
づ
e

空
感

と
な
れ
る
多
角
形
の
皮
班
は
空
麻
と
な
れ
る
胞
子
-E
に
組

職
の
観
を
皇
せ
し
む
o

…
…
…
…
…
・
四
'
a
-

・・
，

ク
チ

ウ
ク
ス

2

、
蘭
系
は
費
弱
に
し
て
密
な
る
不
透
明
の
蘭
整
を
作
る
o

a

、
胞
子
發
の
形
及
そ
の
裂
開
は
ト

ラ
ウ
ス
ト
テ
カ
と
同

様

、
皮
疑
を
有
す
る
胞
子
發
胞
子
は
大
・re

及
形
は
種
々

な
り

。其
發
芽
は
游
走
子
に
よ
る
か
發
一一一 :

一一一管
に
よ
る
か

は
種
類
に
よ
つ
て
異
な
る

。…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・

…
・・
…
…
…
・
五
、
プ
レ

一ワ
イ
レ

グ
ニ

ア

B
re
vl
i

-

e
9n

ia

b

、
胞
子
斑
は
大
な
る
球
形
乃
一一一一一長
形
の
度
獲
を
有
す
る

胞
子
の
一
列
を
含
有
し
、
其
胞
子
は
最
後
に
環
堅
な
る

胞
子
一
援
壁
の
破
一理
に
よ
つ
て
出
で
・

、一'
一一
塞一一一'管
に
よ
つ

て
發
一一一一-lFす
。
游
走
子
は
未
知
な
り

。…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
二
・
…
六
'
グ
ォ
レ

グ
一一
ア

G
eole

9n
ia

．

I［
、
胞
子
-E
胞
子
は
胞
子
一獲
中
に
て
は
度
一n-
・一一生ゼ
ず
先
端
の
孔

よ
llll
出
づ
o

，

A
''

胞
子
班
は
卵
形
に
し
て
質
通
生
長
を
な
r
-
-

・一一一1，
---
ず

、
游
走
子
は

先
端
に
理
毛
を
有

す
る
も
の
と
な
つ
て

一回
游
:

体

す
c

蔵
卵

通
生
長
を
な
す
o

…
…
:
-

-

:
フ
o
ト
ァ
ク
リ
ァ

2

'
胞
子
-i-
は
棍

:

棒
一一mな
ら
・
ず

。蔵
卵
器
は

一一一一一通
一
個
の
胞

子
を
有
す

。

a

、
胞
子
斑
は
非
常
に
不
規
則
且
つ
複
雜
な
る
形
を
な
し

（中
略

）游
走
子
は
ァ
フ
ア
ノ
・-

セ

ス

の
如
く
口
に
於
い

て
皮
一擬
を
生

一一，（ :
-一二

、プ
レ

ク
ト

ス
ピ
ラ

P
lect

-

l l

j

） ir・-

b

、
胞
子
獲
は
一国
:一一一一一一m、一一益一なり
。游
走
子
は

一
列
に

存
在
す

。

（
］ ）游
走
子
は
ァ
ク
リ
ァ
の
如
く
胞
子
班
の
ロ
に
於
い

て
は
度
獲
を
生
・一一一一，， o
…
…
:

一三
、
ア

フ
ア

ノ
、-

セ

ス

E

游
走
子
は
サ
プ
o
レ

グ
一一ァ
の
如
く
個
・一一別
々
に

泳
出
す

。…
…
:
…
…
…
・

一四
'
レ

プ
ト
レ
'ク

ニ

ア

二
、
レ

プ
ト
、-

タ
ス
科

I

、一一一 i一一m体
は
一一一一一・一一一一一幅
幹
と
細
き
枝
と
の
區
別
な
く
園

:

-一一一一一Mの
面

系
よ
--
'な
り

。一定
の
且
つ
特
徴
あ
る
総
れ
を
處
々
に
有
す

。

A
・

'
游
走
子
獲
は
一国
:一一a
3m

に
し
て
蘭
糸
と
異
な
ら
・一「、
游
走
子

は
サ

プ
ロ
レ

グ

一ー
ァ

の
如
く
胞
子
班
よ
り
個
々
別
々
に
泳
出

す
〇

レ

プ
ト

，、
タ
ス

一八

器
は
普
通

一個
の
胞
子
を
有
す
o

…
…
:
七
'
ピ
チ
オ
プ
シ
ス

B

、
胞
子
班
は
棍
棒
掀
力
至
国

:
:

粧
一一一なり
。游
走
子
は
二
国
游

泳
す

。

ー

、
胞
子
班
は
普
通
棍

:一一W :一一M'
游
走
子
は
胞
子
一獲
内
に
不
規

則
に
存
在
す

。蔵
卵
器
は
普
通
数
個
ル
至
多
較
の
胞
子
を

有
す

。

a

、
游
走
子
は
胞
子
義
よ
り
個
々
泳
出
し
て
口
の
所
に
て

皮
班
を
生
せ
ず

。

（1
）胞
子
一獲
は
一
買
通
生
長
を
な
す

、
第
二
次
の
胞
子
發

は
第

一
次
の
も
の
・

、一下
部
に
側
枝
と
し
て
發
育
せ
・
ず

八

サ

プ
ロ
レ

グ

一一
ア

第
二
次
の
胞
子
斑
は

一一一一r通
生
長
か
又
は
側
枝
と
な
り

て
生
ず
o

…
…
…
…
;
…
…
…
…
:
・一儿
'-一一・ソ
ア

ク
リ
ァ

b
'

游
走
子
の
若
千
又
は
全
部
は
胞
子
獲
・一一'

ロ
に
於
い
て

皮
一
襲--
を
生
・

ず

。

（ l
）、總
て
の
胞
子
は
皮
一装
・一一 :

-一生
・
ず

。胞
子
擁
は
一
買
通
成

長
を
な
さ
・
ず

し
て
第
二
次
S
も
の
は
第

一
次
の
も
の

・・一下
に
側
生
す

。
…
…
…
…
…
…
・

一
〇

、
ア

ク
リ
ァ

（2
）、若
千
の
胞
子
は
不
規
則
な
る
塊
と
な
り
て
皮
襲
を

生
ず

。他
は
直
に
游
き
去
る

。第
二
次
胞
子
班
は
普

通
第

一
次
の
も
の
・
、一
下
に
側
生
す
o

然
し
時
に
は

一9

B
'

游
走
子
斑
はE f

国
形
乃
一金
西
洋
製
形
に
し
て
蘭
糸
よ
り
著

し
く
太
し
、
游
走
子
は
ァ
ク
リ
ァ

の
如
く
胞
千
襲
の
ロ
に
て

皮
一換
を
生
ず

。…
…
…
…
…
:
…
…
…
…
・

二
、
ア

ポ
ダ

ク
リ
ァ

l［
'
葉
般
体
は
張
き
幅
幹
と
細
き
枝
と
ょ
り
な
る

。細
き
校
は
普

通
明
な
る
線
れ
を
有
す
o

A

、
幅
幹
は
多
少
明
な
る
園
一一 :

tl

3m

に
し
て
細
き
枝
を
先
端
に

生

ず
o

1

腦
幹
の
直
徑
は
技
よ
lb
著
し
く
大
な
ら
・
ず

。胞
子
一鎮
は

一種
に
し
て
平
滑
且
つ
廣
き
棍
棒
掀
を
な
す

。蔵
卵
器
は

西
洋
製
形

、卵
胞
子
は
細
胞
被
;a
物
を
缺
く

。…
…
…
…
…
・

…
…
…
…
…
…
…
…
三
、
サ

プ
ロ
、，、
セ
ス

S

-
-P

rO
my
C
ee

・

2

幅
幹
の
直
經
は
枝
よ
り
通
に
大
な
-l

）'胞
子
斑
は
二
種

類
あ
り
て

一は
平
i-l-
、
他
は
刺
又
は
指
一一M突
起
を
有
す

。

蔵
卵
器
は
球
形
'
卵
胞
子
は
細
胞
被
覆
物
に
て
包
ま
る

。

四

、
ア

ラ
ィ
ォ
ス
ポ
ラ

A
ra
i

（）一一・・一一一（ :
-r

i，

B

lll-
幹
は
国
一一一一一一一なら・一一一一，，
。

1

-E
幹
は
多
少
不
規
則
の
裂
・ :一一:3一又は
分
岐
を
存
す

，先

端
の
枝
は
細
く
し
て
繁
殖
細
胞
を
有
す

。
…
…

…
…
…
…
…
・

五
'
リ

ビ
'チ
ウ
ム

1i・



裁 二 第 卷 ll日 第

参
考最
近

一一:ーケ
年
一m
海
一高

参
考

表

、美
l l

六

/、:
l i .

- a

_雲_'::・ 1t 1 1 l ;r

略
一本
年
漁
獲
高

五
ヶ
年
間
0

）一a-
均
:一m
-

9
高
に
比
較
す
れ
ば
一慨
町

は
三
万

一
千
二
十
六
石

を
增
し
、
態
は
七
千
百
六
十

一
石
を
減
少
し
た

。各
支
-9
市
別
漁
盤

高
左
表
の
通
り
で
あ
る
-

田
和
六
年
度
漁
獲
高
表

昭
和
元
年

六

一
、一一一 :一
〇
二
石

一昭
和
二
年

四
六

、四
四
四

昭
和
三
年

五
二

、八
七
〇

昭
和
四
一一一一・

二
一れ
四

、七
八
八

i

昭N
和
五
年

四
七

、一一一
三

平

均

九
二

、五
六
五

昭
和
六
年
度
-a
捕
獲
表

lla
和
六
年
中
に
於
け
る
本
適
n一一漁
業
は
全
般
を
通
じ
、
大

体
に
於
て
一

要
m
で
あ
つ
た
が
'

雄
械
業
は
大
平
洋
岸
を
除
、一一一一

て
各
地
と
も
不
漁
で
あ
っ
た

。
即
ち
其
の
一m
獲
一 :同
は

aS
十

二

万
三
千
五
百
九
十

一石
能
四
万

一・千
七
百
二
十
石
で

、
前
年

に
比
す
れ
は
歸
七
万
六
千
三
百
六
十

九
石
を
增
し
'
態
九
千

七
百
三
十
-
::一石
を
減
じ
、
又
昭
和
元
年
よ
り
同
五
年
に
一ft一
る

昭
和
六
年
度
鮭
轉
漁
獲
高

昭
和
六
年
十

一月
七
日
夜
大
沼
文
久
-

m
l
f

冲
に
於
て
公
・一一一一M一相
中
に

体
長

一-l-六
o
五
掘

体
;llt
．
四
千
六
百
六
十

一-一の
肥
大
せ
る
!llf
館

一
尾
を

漁
獲
し
た
願
に
は
生
殖
記
號
四
ヶ
を
数
へ
明
瞭
に
年
齢
を
知
り
得
な

か
つ
た
が
相
常
年
月
を
經
た
も
の
と
認
め
ら
れ
た

。其
後
菊
地
千
歳

解
化
場
長
の
書
信
に
依

る
と
大
正
十

三
年
三
月
大
沼
の
一m
田
醇
氏
に

虹
館
卵
-a
千
粒
分
與
せ
る
こ
と
あ
り
同
年

五
月
i

元

方
よ
り
の
報
告
に

依

れ
ば
死
卵
は
二
割
五
分
位
あ
つ
た
と

、
0
'

事
で
あ
つ
た
が
其
後
報
告

な
く
勿
論
失
敗
に
終

つ
た
事
と
は
思
は
れ
る
が
其
の
一
部
が
養
魚
池

か
ら
沼
に
一一一a
-
:一た
も
の
と
も
想
像
さ
れ
る
今
回
の
一- l

:

館
は
成
は
そ
れ

で
は
な
い
か
と
云
ふ

こ
と
で
あ
つ
た
そ
う
し
て
見
る
と
こ
の
一-一館
は

八
年
生
で
あ
る

、
執
れ
に
し
て
--

珍
ら
し
い
形
の
-ll「観で
あ
っ
た
o

（大
野

）

昭
和
七
年
二
月
二
十
二
日

北
-lf
適
告
示
第
二
五
七
號

大
沼
に
て
肥
大
せ
る

一一一一一鱒'
を
漁
獲
す

雜

報

，
北
ill-
適
一額
a一取
:

締
規
則
第
三
十
五
條
の
保
護
河
川
に
た
記
の
通
り

追
加
せ
ら
る
o

昭
和
六
年
十
月
四
日

北
-i-
適
廳
告
示
第

一
、一
三
・一儿
號

保
護
河
川
の
追
加 =〇
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昭
和
六
年
度
:

整
親
魚
捕
獲
採
卵
成
績

昭
和
六
年
度
道
内
解
化
場
能
親
魚
一
術
一
整
一一一一に
採
卵
は
二
月
中
に
て

昭
和

六
年
度
一
壁
現
魚
捕
獲
採
卵
成
抵
表

・一（
七

、一一一一一〇
;-l-

五
〇

、〇
一一一 :一七

二
五
、九
五
三

四
九

、七
〇
八

五

一
、E :
一一一九
四
八

、八
八

一

一一一一

全
部
終
了
し
た

。其
の
成
續
は
別
表
の
如
く
從
來
解
化
場
四
十
八
'

-a
魚
術
獲
数
三
十
三
万
七
千
七
一一n四
十
三
尾

、
採
卵
数
二
億
九
千
八

百
三
十
万
二
千
七
百
粒
で
あ
つ
た

。之
れ
を
前
年
度
に
比
較
す
る
と

從
來
解
化
場
三
・一一一增
し

、
親
魚
術

一a数
一 :ル千
百

一ハ十
二
尾
を
演
じ
'

標
卵
数
二
千
五
十
三
万
二
千
百
八
十
粒
を
增
加
し
た

。親
魚
術
獲
少

な
か
り
し
に
不
拘
採
8
数
の
'增
加
し
た
る
は
從
事
者

一
般
の
努
力
の

結
果
で
あ
ら
ふ

。
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四

會

報

會
費
領
收
報
告
．

昭
和
五
年
度
會
費

田
中
藤
大
郎
君

會

員

異

動

山

本

信
君

水
産
試
験
場
技
手
を
退
職
せ
ら
る

館
孵
化
用
器
具
ノ

用
命
ハ

是
非
--
弊
店
へ

一
'
館

'
館

'
鮎

、總
，解
化
盆
及
同
枠

一
、同
解
化
相

'
受
卵
器

一
、ァ
ス
フ
ー

，・

一一，
ト

（
流
動
）塗
料

一
'一プ
レ

ピ
ン

油

'
各
種
染
科

一
、一砥

甲

紗
（
卵
掬
用
）海
綿

一
、醫
療
藥
品

'
工
業
藥
品

、高
名
買
藥

一
'
山
本
藥
院
製

，f街
生
材
料

解
化
用
器
具
製
作
發
責
元

交
子
量

山
本
勝
見
藥
舗
工
作

札
幌
市
北
三
保
東
六

一J日
（t
-
前

・
'一一-;l
・
・

●

1-
二

●

一一-:

a
〇
小

a
三
f
-
八

菊

地

-a
助
君

千
一一器
一化
場
長
を
退
職
せ
ら
れ
札
幌
市
南

十
五
條
西
十
丁
日
に
住
居
せ
ら
る

森

脇

幾

蔵
着

北
-i-
適
水
産
試
驗
場
長
一一一一一一退
喊
せ
ら
る

野

藤

光

雄
君

千
歳
館
解
解
化
場
長
に
集
進
せ
ら
る
'
'

寄

贈

圖

書

水
産
月
報

東
京
水
産
新
間
'
日
本
水
政
新
聞

'
水
産
新
報

、
的
人

昭
和
七
年
三
月

t-
印
刷

昭
和
七
年
三
月
-・一・一 :-一解
一行

札
lll-
市
北
二
使
西
七
T
ll

一番
地

器
M

半

国

芳

男

札
9
市
北

一
体
西
六

一・・日
一番
地

印

一-
人

大

谷

木

it

:a
一-一市
北

一一保
i

四

一ハ
「日
一番
地

印

一-
所

文

-a
一量
印

0・所

●
-f
三
二
八
一一一-

一一一一--幌
市
北
三
使

望
ハ
T・
日
北
海
道
E
水
i-
課
内

發

行

所

北
海
一通
一E
一f
解
化
事
業
tl--
會

●
E
二
一K
三
〇
（8
l

，t:-●
）

a
〇
=

ロ
ー
小
a
二

一a
八
●●



式 一 器 化 孵 館 鮭
賣 販 造 製

大

．

林

長

兵

衛

札
幌
市
北
四
條
西
七
丁
日

一
番
地

●

一一SE
一
国

五

一
番


